
 
 

 

 

 

 

マレーシア、インドネシアを中心として日本を訪問するムスリムも増加しており、ム

スリムの食事である「ハラール食品」の市場が注目されています。 

今回の研修会では、ハラール食品を提供する飲食店、ハラール対応の粉末緑茶の生産

者による具体的な事例紹介の他、皆様から事前に寄せられた課題等を基にしたパネルデ

ィスカッションを実施します。 

 

 

 

 

 

 

日時 平成 27 年 1 月 29 日（木）14：30～17：00（受付開始 14：00） 

会場 静岡県産業経済会館３階第１会議室（静岡市葵区追手町 4-11）※裏面地図参照 

プログラム 

総論「飲食店・ホテル・旅館等におけるハラール対応」 

・静岡県立大学 国際関係学部教授 富沢寿勇氏 

事例紹介①「割烹やまでのハラール対応について」 

・㈱明成 代表取締役 山田裕貴氏 

事例紹介②「ハラール対応緑茶の可能性｣事例紹介② 

・オーシャン㈱ 代表取締役 中村克海氏 

「パネルディスカッション」 

 ※参加者から事前に寄せられた課題等を基に議論します。 

・コーディネーター：県立大学・富沢教授 

・パネリスト：㈱明成・山田社長、オーシャン㈱・中村社長 

※講師の詳細は、裏面を参照 

参加費 無料 

対象 
・ハラール食品の提供に関心のある飲食店・ホテル・旅館関係者 

・上記への食材提供に関心のある生産者 他 

定員 50 名（先着） 

申込方法 
申込書を FAX または E-Mail にて１月 21 日（水）までに御送付ください。 

※ハラール食品に関する取組、今後の予定、課題等についても記載願います。 

問合先 
マーケティング推進課 担当：大塚 

Tel:054－221－2703  E-Mail: marke@pref.shizuoka.lg.jp 

その他 
・定員を超える申込があった場合、１名/１事業者・団体に制限することがあり

ますので御了承ください。 

ハラール食品専門研修会 

（飲食店・ホテル・旅館） 



 

（学位） 

 博士（学術）（東京大学・2002 年） 

（専門分野） 

 文化人類学、東南アジア地域研究 

（その他） 

・東南アジアを中心に現代ハラール産業を文化人類学の視点から研究。 

・静岡県立大学グローバル地域センター「アジアの消費行動」研究プロジェクトの一環

として昨年度からハラール産業の連続公開セミナーを企画・実施中。 

・県立大学学食内「ムスリムフレンドリーキッチン」の設置協力。 

 

 

 

 

・さいたま市でハラール和食を提供する「割烹やま」を経営 

する他、ハラール対応の惣菜の製造・販売を行っています。 

・同社の惣菜・弁当は、全国の病院、企業等で利用されています。 

※当日は、ハラール対応弁当の実物も持参いただく予定です。 

 

 

 

・精密機械を製造する中央精工㈱の社長。茶業界へ新規参入 

し、「駿府葵堂」のブランドで緑茶の販売を開始。 

・平成 26 年４月に緑茶の販売等を行うため、オーシャン㈱を 

設立し社長に就任。 

・同社の有機粉末緑茶（写真参照）は、国内では、成田空港、中部国際空港、富士山静

岡空港等で販売され、ムスリム等への土産品として人気を集めています。 

 

￥ 

 

 
 
 

静岡県立大学国際関係学部・富沢教授 

㈱明成・山田社長（埼玉県さいたま市） 

県立大学でのﾑｽﾘﾑﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰ食の提供 

オーシャン㈱・中村社長（静岡市清水区）

会場へのアクセス 

会場には、駐車場があり

ません。公共交通機関を

御利用ください。 

ハラール対応牛すきやき弁当 

ハラール対応有機粉末緑茶 


